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――side:mother――
　僕には生まれたときから手が、２つ、ある。
　それは日を増し成長を重ねるとともに、徐々に、しかし確実に大きくなっていた。
　短い腕も、大きなものも掴めなかった手ですら、今では大概のものを収めることが出来るようになった。
　幼い日、非力故に愛するものを守れなかったこの手は、俺にとって忌むべき存在だった。
　伸ばしても何にも届かず。時間をかけて掴んでも、寄せられたものは風化した想い出。
　やがて求めることを失ったこの手は、全てを捨てたがる。幼き日の痛い記憶から逃れる為、本当は必要だったものも一緒に何処かへ追いやってしまう。

しかし、それは捨てたわけではなく、ただ心の小箱に押し込めただけ。
　小さな命という不純物を混ぜ合わせながら。
――side:child――
　僕は産み落とされたとき、何も持っていなかった。
　今でこそ覚えている景色も、焦げ付く匂いも、泣きぶ叫君の声も、手に携えた刃の重さも、彼の中に居たからこそ実感できるのかも知れない。
　僕は僕と云う自己を持たず、けれど今持つ自己は僕自身のもの。
　それは遠い昔の僕が君を死によって孕ませ、死の恩寵により育ませ、死の手によって僕を産み落とさせたから。
　僕は君の中で“心”を通じて、
　視覚を得て（奪って）、
　嗅覚を得て（奪って）、
　聴覚を得て（奪って）、
　感覚を得て（奪って）、
　最期には心と身体までも得た（奪った）。
　そして君から得た（奪った）この両手で、君の運命さえも得る（奪う）。
　俺が飼いならしてきた孤独感や恐怖は日が経つにつれ、薄れ、今ではもう殆ど他のものと区別がつかなくなってしまった。
　何か忘れていた気がする。（――何を？）
　どうして忘れたのか分からない。（――何故？）
　あの日失った愛するものは俺にとってかけがえのない存在であった筈なのに、どうして失ってしまったのかが分からない。
　そしてその日、何かを失くして隙間ができた所に、別のものが入ってきた。
　それは形も無ければ色もない、とても不確定な存在。
　けれども、彼が俺に居座ることは不思議と悪いものではなかった。
　黒い外套を身に纏った彼は俺に何かを与えた。
　赤く美しい艶やかな林檎を装った、腐りかけの果実。
　俺は惜し気もなくその果実を貪り続けた。決して不味くはなかったからだ。腐りかけの果肉は柔らかく、赤い皮に歯を立て、噛み付いたときに滴る甘い蜜は俺を虜にした。
　それが、“死”の味だとは知りもせず…。
　僕は故意に彼の中に押しやられ、出ることも動くことも出来ず、長い時間を彼の中で過ごした。
　僕は彼に何かした気がする。（――何を？）
　どうしてそうなるまでに至ったのか分からない。（――何故？）
　いつの日か、僕はこの器の彼の一番のものを奪ってしまったのに、何故その僕は此処に居て動けないの？
　器の彼の心を介して、僕に様々な感情が流れてきた。
　それは、喜びよりも悲しみが多く、彼が無意識のうちに抱え込んでいるものだと分かった。
　動けない僕はその感情を直接受け止めざるを得なかった。
　小さな彼の苦境の思いは僕にとっても勿論辛いものであった。けれど、僕は彼の時折見せる笑顔に魅せられ、それを受け止めることにした。
　そしてもっと笑顔が見たくなった僕は、彼に自分が持っていた果実を与えた。
　それは生者なら誰もが焦がれる死の果実…。
――side:death――
　”ヒト”というものは何故か『死』に触れたがる。
　それは、自分の死であり、他人の死であり、全ての死である。
　いずれ訪れる『死』を何故望むの？確かに僕という存在は、君たち人間に望まれてやってくるものだ。僕を生んだ大いなる存在もまた然り。

しかし、元来死を恐れる君たち生物が、僕を欲す理由が分からない。
……嗚呼、これのせいか。
　僕は自分の手にしていたものを見る。
　それは、血で濡れたような真っ赤な腐った林檎。死の香。優しくゆっくりした絶望を纏った、甘やかな果実。――これを君たちは欲しがるんだね。

一度口にすれば、その快楽に身も心もほどけてしまう。死を以ってして初めて分かる、この解放感を。
　僕は望まれて訪れる存在。
　だから、君が僕を呼ぶのなら、僕はいつでも君の元へ行ってあげる。
　怖がらないで、僕は何もしないよ。
　その代わりに、その小さな手を差し出してご覧。
　その手に僕の持っている『死へ至る道』を乗せてあげよう。
　そして、…そう。口に運んで。君はその果実の虜になるだろうね。
　全部食べ終ったら、僕は君は抱き締めて、褒めてあげる。
　そしたら林檎を喉に詰まらせた君は、僕に抱かれて、静かに死んで逝くだろう…。
END.

